
埼玉大学教育学部教授

さいたま市政策アドバイザー （前教育長） 桐淵 博

平成２３年９月２９日 １６：０４頃

○市立小学校６年生の桐田明日香さんが、駅伝大会の課外練習中に倒れる。

○現場で指導していた教員等は「脈がある」「呼吸がある」ととらえ、心肺蘇生
及びAED装着は行っていない。

○到着した救急隊がＣＰＡ（心肺停止）である

平成２３年９月２９日 １６：１５

○到着した救急隊がＣＰＡ（心肺停止）である
ことを確認する。心肺蘇生を開始する。

平成２３年９月２９日 １６：３７

平成２３年９月３０日 ２１：４８

○救急隊から医師に引き継ぐ。

○死亡を確認する。
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組織的な対応力の問題

○危機管理マニュアルの不徹底

・事故発生時の命令系統が不明確

・傷病者に関する情報の管理不足

・危機管理マニュアルに基づく事故発生時の組織的な対応訓練の不足

○養護教諭への依存

これらは学校だけでなく 、
一般に広く見られる状況

○養護教諭 の依存
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現場の判断力と実行力の問題

○心肺蘇生に関する研修が不十分

・心肺蘇生に関する知識の不足（死戦期呼吸やＡＥＤの心電図解析機能など）

・傷病の状況及び進行に関する判断力の不足

これまでの取組では、非医療従事者に、呼吸停止状態を短時間で判断し、

直ちに心肺蘇生の開始を期待することはかなり厳しい。

児童生徒の健康状態等の情報共有の問題

○運動強度の高い活動の際に児童生徒の情報を共有する体制の整備不足

<再発防止策>

○応急処置に関する用品の配布（H24,3）
○「さいたま市立学校児童生徒事故等危機管理対応マニュアル

作成指針」の作成（H24,4）
○「保健学習におけるＡＥＤの使用を含む心肺蘇生法の指導の

手引き」の作成（H24,4）
○訓練用ＡＥＤの中・高等学校への配布(Ｈ24,5・7)
○各学校における水泳指導前のＡＥＤを含む心肺蘇生法の実習

の実施（H24,5・6）
○各学校の危機管理マニュアルの見直し改善（～Ｈ24,6)
○各学校のマニュアルに基づく実地訓練（～Ｈ24,7）
○教育委員会主催各種研修会の実施（危機管理対応研修会、救

平成２３年９月

さいたま市立小学校児童事故対応

平成２４年２月

「さいたま市立小学校児童事故対応
検証委員会」設置

平成２３年１０月

事 故

専門家の視点から、
事故対応を検証

「体育活動時等における事故対応テキスト」～ASUKAモデル～ の発行

急処置研修会、体育主任研修会 等）
○消防局主催「応急手当普及員講習会」受講の推進

さいたま市立小学校児童事故対応
検証委員会報告

平成２４年９月

今後の対応を提言

「体育活動時等における事故対応マニュアル作成プロジェクトチーム」設置

平成２４年４月

「教育実践者レベル」の視点から、
対応のあり方を分析し、
教訓を明らかにする。
教員研修のためのテキスト

御遺族等の協力、アイムセイファーの手法

司令センター員の
「口頭指導に
対応する
記録用紙」の活用

体育活動前後の
「ブリーフィング」
の徹底

「傷病者発生時に
おける判断・行動
チャート」の作成

重大事故発生時
携行機材等の
パッケージ化
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・自治医科大学メディカルシミュレーションセンターセンター長 医療安全学教授

河野 龍太郎 氏

峯小児科院長 日本小児科医会理事 岩槻医師会会長 峯 真人 氏

本テキストの作成にかかわる指導者

・峯小児科院長、日本小児科医会理事、岩槻医師会会長 峯 真人 氏

・東京都済生会中央病院心臓病臨床研究センター長 三田村 秀雄 氏

・京都大学環境安全保健機構附属健康科学センター講師 石見 拓 氏

・国士舘大学体育学部スポーツ医科学科教授 田中 秀治 氏

ＡＥＤの使用を含む心肺蘇生法の実習に関する指導者
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（現准教授）

プレーヤー Y B E A G H D

ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
11歳小６
女子

体育担当 学級担任 該当学年 養護教諭 養護教諭 該当学年教諭

心電図
小１・４の心電
図異常なし

事故に最初に
気付く

児童に付き添
う

中心的に児童
に関わる

保健室での
対応の中心

救急車要請 伴走

身長・体重 164.5ｃm 49ｋg 5年未満 20年以上 5年～10年 5年未満

既往症 肺炎（4歳） 230708 －
20以降の受講

記録無
20以降の受
講記録無

－ 2008年

健康状態 持病なし
応急手当普及
員（190829、再
22夏）

場所 状況 時間 反応 Yの状況
９／２９

朝 女児Yはいつもと変
わらず元気に登校
する

8:30 女児Ｙは朝の健康
観察で教諭Ｅに「風
邪気味」と報告（４
日連続）

教諭Ｅは朝の健康
観察で女児Ｙから
「かぜ気味」と報告
を受ける（４日連
続）

E 教諭Ｂは教諭Ｅの
依頼で保健室へ
走る

教諭Ｅが教諭Ｂと
実習生Ｆに保健室
に連絡するように

主なプレーヤー

一人が5年未満、一人が２０年以上

凡例

　　　　　　　：
　　　　　　　
　　　　　　　

事故の構造を分析するために開発された分析手法
時系列事
象関連図
の作成

問題点の
抽出

背後要因
推定

対策の
列挙

対策の
決定

対策の
実施

対策の
評価

時系列事象関連図の作成 ＰＴ（プロジェクトチーム）会議の様子

アイムセイファーの活用

手順の概要

走る に連絡するように
依頼

ADE 教諭Ａが女児Ｙに
駆け寄る

教諭Ｄが女児Ｙに
駆け寄る

養教Ｇは実習生
Fから「子どもが
倒れた」と聞く

養教Hは実習
生Fから「子供
が倒れた」と聞
く

ADE

養教Ｇが実習生
Ｆに担架を持っ
ていくように依頼

反応なし （教諭Ａ証言）横 女児Ｙは教諭Ａの 教諭Ａは女児Ｙに
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「児童死亡事故再発防止に向けた事故対応分析報告」の内容
１ 分析の経過 ５ 意見

２ ＰＴが分析の基礎とした内容 ６ 事故後にさいたま市教育委員会が

３ ＰＴが分析した事故の要因 取り組んだ方策

４ ＡＥＤの使用を含む心肺蘇生法が行われなかった原因 ７ 資料



I  日常における重大事故の未然防止

○重大事故対応シミュレーション

訓練の実施
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【傷病者発生時における判断・行動チャート】

反応や普段通りの呼吸がある
か

「わからない」場合は

「なし」として次の行動に

進む
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○危機管理体制の整備

保健室入口の救急車用スペース
重大事故発生時携行機材等

のパッケージ化

9写真データ提供：京都大学環境安全保健機構附属健康科学センター 石見 拓准教授

保健室から校庭を望む
口頭指導に対応する記録用紙

・体育活動時等の指導開始前及び終了後におけるチェッ

クシートを活用したブリーフィングの実施

観 点 チ ェ ッ ク 項 目

天候 １ 天候については、どのような留意を要するのか。

健康 健康上配慮を要する児童生徒は誰か。また、どう配慮す

II 体育活動時等における重大事故の未然防止

未然
防止

健康
状態

２
健康上配慮を要する児童生徒は誰か。また、どう配慮す
るのか。

指導
計画

３ 指導者の役割分担は、明確になっているか。

４ 活動の場は、安全が確保されているか。

事故発生時の
対応

５ ＡＥＤ等の重大事故発生時携行機材は、どこにあるか。

６ 管理職の所在を把握しているか。

７ 養護教諭の所在を把握しているか。

８ 事故発生時における指揮命令者は、誰か。
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○第一発見者としての対応

・傷病の状況把握 ・応援の要請

・心肺蘇生の実施

○応援者としての対応

III 重大事故発生時における対応

・指揮命令

・ＡＥＤ等の手配

・救急車の要請

など
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○事実確認と分析

・関係者に個別に事実確認（３日以内）

・事実を時系列に整理し、事故原因の分析

IV 事故発生後の対応

○傷病者の保護者等への対応

←ＩｍＳＡＦＥＲの活用等
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・正確に事実報告 ・情報提供の依頼 ・報道発表等の了解を得る。

参考

職員室等の

掲示物



ASUKAモデルの解説書の作成

「体育活動時等における事故対応テキスト

～ＡＳＵＫＡモデル～解説〔研修用資料付〕」の作成
（平成２６年１月３１日）

≪目的≫ 各学校での研修内容の平準化を図るため。

・市立学校長に配付・説明

（平成26年1月）

・文部科学省、厚生労働省、都道府

県・指定都市教育委員会等に配付

（平成26年2月） 13
※心肺蘇生法実習の学習指導案や参考資料も添付

※解説書に沿っ

たスライド資料

「研修用資料」

を添付

ASUKAモデル研修用DVDを作成 平成27年3月31日
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児童 9件

生徒 13件

その他（市民） 8件

事故後のAED装着事例
30件の内訳

３０

「判断に迷ったらＡＥＤをつける」
という意識の醸成 15

その他（市民）

（平成２７年３月末まで）

※非救命・不明は４件あ
り。すべて児童生徒以外の
方。

通電なし 27件

通電 ３件

通電のうち救命 ２件

16



17

ＡＳＵＫＡモデル発刊に向けて
～明日香さんのお母さんからのメッセージ～

平成24年9月30日という明日香の命日は、明日香が新し
い命を吹き込まれ完成したＡＳＵＫＡモデルの生まれた日で
もあります。

全国に発送していただいたＡＳＵＫＡモデルは、元気よく学
校へ登校していく「うち頑張る
ね」と言う明日香の後姿です。

成長していくテキスト／
ＡＳＵＫＡモデルの、これから
の成長を見守る私たち夫婦
の楽しみができました。
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明日香ちゃんのモニュメント19

○平成２５年 日本国内における救急搬送された心肺機能停止症例
（消防庁「平成２６年版消防白書」より）

心肺停止と市民による応急手当２－２（H25)

１２３，９８７ 件

７５，３９７ 件

心原性（A)
増加傾向

心肺機能停止の
時点を一般市民
により目撃（Ｂ）一般市民による

20

２５，４６９ 件

１３，０１５ 件

１，９３２ 件

１，３９２件

により目撃（Ｂ）

一か月後生存数
生存率：１４．８％（母数：C）

Not C (=B-C) ： ８．９％
C∩ＡＥＤショック ： ５０．２％

一か月後社会復帰数
社会復帰率：１０．７％（母数：C）

Not C (=B-C) ： ５．０ ％
C∩ＡＥＤショック ： ４３．１％

応急処置あり（C)
うちＡＥＤショック実施は
９０７件（対Ｂ ３．６％）
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日本スポーツ振興センター資料から見る年度別推移

学校管理下の死亡事故と突然死（小、中、高、高専、幼、保の死亡見舞金給付対象事例数）

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

突

然

死

心臓系 ２５ １６ ２１ ２５ ２４ １１ １４

中枢血管系
（頭蓋内出

血）
９ ７ １０ ５ ３ ７ ３

大血管系な
ど

７ １２ ８ ９ １１ ９ ６

死
小計 ４１

（５４．７％）

３５
（４７．３％）

３９
（５７．４％）

３９
（５２．７％）

３８
（４６．３％）

２７
（５６．３％）

２３
（３６．５％）

その他頭部外傷、窒息死、
内臓損傷等

３４ ３９ ２９ ３５ ４４ ２１ ４０

管理下死亡数総計 ７５ ７４ ６８ ７４ ８２ ４８ ６３

日本スポーツ振興センター「学校の管理下の死亡・障害事例と事故防止の留意点」H20年版～24年版、「学校の管理下の災害」H25年版～26年
版より死因別集計
※上記表中の数は死亡見舞金給付件数。この他に第三者からの損害賠償により「供花料」が支給された事例がある（H25は３０件、H24は３７件
H23は５５件。交通事故が大半だがそうでない例もある）。
※日本スポーツ振興センター災害旧制度の加入者状況はH22で小学校99.9％、中学校99.9％、高校99.8％、高等専門学校99.4％、幼稚園
81.0％、保育所88.4％
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小学校の死亡事故
－H11年度～H24年度の578件－

類型別 場合別

交通事故

38%
突然死

21%

溺水

6%

転落・転倒

5%

犯罪被害

3%

その他

2%

下校中

40%

体育

7%

特別活動

5%

各教科

4%

学校行事

3%

その他

2%

日本スポーツ振興
センター資料より
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※ 死亡見舞金、供花料、弔慰金の件数（故意の死亡、免責の特約に係る件は除く）

※「自然災害」は地震・津波、
大雨、落雷等

学年・類型別

自然災害

25%

21%

登校中

16%

休憩時間中

23%

0

20

40

60

80

100

120

140

小1 小2 小3 小4 小5 小6

その他

犯罪被害

溺水

転落・転倒

自然災害

突然死

交通事故



中学校の死亡事故
－H11年度～H24年度の430件－

類型別
場合別

突然死

転落・転倒

6%

スポーツ外傷

4%

溺水

2%

熱中症

3%

物体と衝突

3%

その他

3%

運動部活動

22%

登校中

保健体育

11%

学校行事

7%

特別活動

4%

各教科

3%

その他

2%

日本スポーツ振興
センター資料より
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学年・類型別

※ 死亡見舞金、供花料、弔慰金の件数（故意の死亡、免責の特約に係る件は除く）

突然死

47%

交通事故

32%

登校中

21%
下校中

18%

休憩時間中

12%

0

50

100

150

200

中1 中2 中3

その他

物体と衝突

熱中症

溺水

スポーツ外傷

転落・転倒

交通事故

突然死

高等学校の死亡事故
－H11年度～H24年度の907件－

類型別 場合別

交通事故

46%

スポーツ外

傷

5%

転落・転倒

3%

溺水

3%

熱中症

3%

自然災害

2%

その他

3%

下校中

26%

保健体育

9%

学校行事

7%

休憩時間

中

5%

各教科

2%

特別活動

2%

寄宿舎

2%

その他

2%

日本スポーツ振興
センター資料より
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※ 死亡見舞金、供花料、弔慰金の件数（故意の死亡、免責の特約に係る件は除く）

※「自然災害」は地震・津
波、

大雨、落雷等

学年・類型別

突然死

35% 登校中

25%
運動部活動

20%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

高1 高2 高3

その他

自然災害

熱中症

溺水

転落・転倒

スポーツ外傷

突然死

交通事故



特別支援学校の死亡事故
－H11年度～H24年度の100件－

類型別 場合別

突然死

65%窒息

15%

交通事故

10%

その他

10%
下校中

13%

各教科

12%

体育 保健体

集団宿泊的行

事

登校中

6%

その他

15%

日本スポーツ振興
センター資料より
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学年・類型別

※ 死亡見舞金、供花料、弔慰金の件数（故意の死亡、免責の特約に係る件は除く）

15% 体育・保健体

育

12%
寄宿舎

11%
休憩時間中

11%

給食中

11%

9%

0

5

10

15

20

25

30

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 高1 高2 高3

その他

交通事故

窒息

突然死

日本学校保健会「平成25年度 学校生活における健康管理に関する調査」より（Ｈ20～24 5年間）

小学校
事例数
（％）

中学校
事例数
（％）

高等学校
事例数
（％）

中等教育
学校事例
数（％）

合計事例数
（％）

心肺蘇生法と
AEDショック

182
（31.2%）

121
（41.6%）

87
（45.3%）

1
（100.0%）

391
（36.6%）

AEDショックの
み

94
（16 1%）

25
（8 6%）

12
（6 3%）

0
（0 0%）

131
（12 3%）み （16.1%） （8.6%） （6.3%） （0.0%） （12.3%）

心肺蘇生法の
み

171
（29.3% ）

78
（26.8%）

50
（26.0%）

0
（0.0%）

299
（28.0%）

AED装着、ショッ
クなし

137
（23.5%）

67
（23.0%）

43
（22.4%）

0
（0.0%）

247
（23.1%）

合計 584 291 192 1 1,068

※有効回答（率は全学校数を分母とする） 小学校１５，４３４校（73％） 中学校７，２６０校（68％） 高等学
校２，７９３校（56％） 26


